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本
書
は
白
峰
村
史
の
下
巻
に
当
り
、
明
年
鞘
行
予

定
の
沿
革
篇
の
上
巻
と
合
わ
せ
て
村
史
と
し
て
完
威

の
は
ず
で
あ
る
。
輪
島
町
史
を
は
じ
め
こ
こ
数
年
間

に
多
数
の
石
盤
県
下
の
町
村
史
を
手
勝
け
た
若
林
喜

三
郎
氏
が
編
集
主
任
と
な
り
、
金
沢
大
学
の
教
宮
等

十
数
人
の
そ
れ
ぞ
れ
專
門
家
の
参
加
を
求
め
、
多
数

の
村
畏
の
協
力
を
得
て
編
纂
さ
れ
た
。

　
白
峰
村
は
石
川
眼
の
東
南
隅
に
位
置
し
、
白
山
肉

細
に
あ
っ
て
、
同
漿
下
で
も
最
も
深
山
奥
地
を
占
め

ま
た
全
圏
属
籍
の
深
雪
地
帯
で
も
あ
る
。
き
び
し
い

自
然
の
糊
約
の
下
に
、
酌
む
つ
し
（
焼
畑
）
、
繊
作
、

幽
稼
の
村
と
し
て
、
北
睦
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
山
村

で
あ
る
。
本
村
は
旧
生
首
十
八
力
村
の
内
に
属
し
、

能
美
郡
に
属
し
た
が
、
終
戦
後
に
石
川
郡
に
編
入
さ

れ
た
。
こ
の
十
八
力
村
は
、
白
山
神
爾
造
営
に
関
す

る
係
争
に
端
を
発
し
、
越
前
・
加
賀
縄
墨
の
訴
訟
事

件
と
な
り
、
寛
文
六
年
幕
府
は
上
知
さ
せ
た
も
の
で
、

こ
の
内
樋
添
・
荒
谷
ニ
カ
村
は
潴
賀
領
で
あ
っ
た
。

手
取
川
の
水
系
に
属
す
る
に
拘
わ
ら
ず
、
勉
の
牛
首

十
六
力
村
は
越
前
大
野
郡
に
属
し
、
明
治
五
年
石
川

県
の
管
轄
と
な
っ
た
の
で
、
同
村
の
入
文
的
関
係
は

近
時
ま
で
大
野
郡
地
方
と
最
も
密
接
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
本
書
は
、
部
落
斑
家
配
蝋
鳳
図
を
は
じ
め
社
　
会
・
農

林
業
・
交
易
・
商
工
業
・
衣
食
往
・
畏
謡
・
伝
説
と

晋
話
・
方
雷
・
地
名
図
の
斎
項
に
つ
い
て
図
表
・
統

計
表
等
を
掲
げ
、
文
化
財
・
古
文
書
を
集
め
て
い
る
。

本
村
の
如
く
広
大
な
地
域
に
亙
り
複
雑
な
地
形
に
所

在
し
、
し
か
も
き
び
し
い
自
然
環
境
の
下
に
、
社
会

生
活
・
生
産
・
風
俗
習
潰
に
特
異
な
内
容
を
保
持
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料
の
調
嶽
集

成
は
極
め
て
適
切
．
な
も
の
と
い
え
る
。
か
つ
ま
た
、

泰
澄
以
来
の
長
い
山
嶽
信
仰
、
白
山
崇
拝
の
伝
承
と

歴
炎
に
覆
わ
れ
、
行
政
管
轄
に
も
幾
多
の
曲
折
を
経

て
き
た
こ
の
地
方
に
お
い
て
は
、
な
お
そ
の
感
を
強

く
す
る
。
　
（
白
峰
村
役
場
遊
行
、
昭
和
三
四
年
暇
月

刊
、
九
二
四
頁
）
　
　
　
　
　
　
（
小
葉
田
　
涼
）

若
林
喜
三
郎
編

山
　
申
　
町
　
史

石
川
購
江
沼
郡
山
中
町
は
古
来
温
泉
と
漆
器
の
生

産
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
涌
三
〇
年
の
合
併

で
九
谷
焼
の
九
谷
を
も
そ
の
範
域
に
含
む
こ
と
と
な

っ
た
人
口
約
八
千
の
町
で
あ
る
。
本
書
は
、
白
峰
村

史
と
同
じ
く
金
沢
大
学
若
林
喜
三
郎
氏
の
編
著
に
か

か
わ
り
、
第
一
部
山
中
町
の
自
然
環
境
と
戸
口
（
七

九
頁
）
、
第
二
部
由
中
町
の
沿
革
・
（
一
五
七
頁
）
、
第

三
部
温
娘
と
生
産
・
交
易
の
発
達
（
二
四
〇
頁
）
、
第

四
部
風
俗
の
変
遷
と
赴
会
の
進
歩
（
　
五
感
頁
）
の

四
部
か
ら
な
り
、
附
録
と
し
て
史
料
篇
（
一
九
二

頁
）
、
合
併
後
の
重
要
事
歴
、
人
物
誌
、
年
表
を
掲

げ
て
い
る
。

　
山
中
温
泉
は
行
基
以
来
の
伝
承
を
有
す
る
が
、
そ

の
記
録
と
し
て
信
愚
し
う
る
最
古
の
も
の
は
文
明
年

酒
ま
で
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
ぜ
ん
、
叙
述

は
戦
圏
以
降
に
比
重
が
大
き
く
、
こ
と
に
「
農
業
を

専
ら
に
し
て
湯
宿
は
か
せ
ぎ
と
心
得
」
　
「
湯
は
田
之

養
二
茂
罷
成
申
妬
」
と
い
っ
た
徳
川
封
建
制
下
の
特

殊
な
規
制
を
う
け
た
混
泉
町
・
温
泉
宿
の
あ
り
方
が

興
味
深
く
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な

「
町
」
と
し
て
の
性
格
が
、
近
在
真
砂
村
の
木
地
屋

に
発
祥
す
る
山
・
甲
漆
器
の
市
場
生
産
展
開
へ
の
有
利

な
要
因
と
な
っ
た
。
い
ま
や
、
大
衆
的
飲
食
器
を
申

心
に
全
国
最
高
の
年
産
額
を
誇
る
山
中
漆
器
は
、
そ

の
出
発
点
か
ら
蒲
郡
（
初
期
に
は
混
泉
宿
が
兼
業
）
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と
直
接
生
産
者
と
の
分
離
を
特
…
徴
と
し
て
も
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
展
を
背
景
に
、
木
地
漁
業
か

＾
り
派
生
し
た
白
回
転
車
リ
ム
鋤
撚
造
工
轟
栄
が
近
代
工
難
末
と

し
て
の
面
目
を
と
と
の
え
て
く
る
。
わ
が
国
の
土
着

藍
業
が
近
代
化
に
際
し
て
当
面
し
、
か
つ
の
り
こ
・
え

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
が
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い

る
。　
全
体
と
し
て
、
明
治
以
降
に
相
当
の
紙
数
を
さ
き
、

山
中
が
元
来
有
し
て
い
た
冬
型
の
温
泉
と
い
う
性
格

が
近
時
春
秋
の
行
楽
期
型
へ
と
変
っ
て
き
て
い
る
こ

と
、
浴
客
の
地
域
分
布
が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
こ
と
、
浴
客
数
と
景
気
変
動
と
の
関
係
、
観
光
宣

伝
の
歴
史
的
変
遷
等
々
が
、
わ
か
り
や
す
い
グ
ラ
フ

や
写
真
で
示
さ
れ
、
　
門
読
ま
せ
る
町
史
福
の
形
を
と

と
の
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
実
の
町
政
の
指
針

と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
と
も
に
、
現
代
社
会
に

お
け
る
混
泉
の
機
能
を
考
え
る
上
に
、
甚
だ
珍
重
す

べ
き
デ
ー
タ
の
数
々
を
提
供
し
て
い
る
や
に
思
わ
れ

る
。
　
（
子
中
町
史
刊
行
会
発
行
、
昭
和
三
四
年
一
月

刊
、
八
八
六
頁
）
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

劉
　
　
志
　
遠
編

　
四
州
継
代
画
像
傳
芸
術

重
慶
市
博
物
館
編

　
四
川
画
像
薄
選
集

　
顯
像
麟
に
つ
い
て
の
要
を
得
た
説
明
は
、
岡
田
芳

三
郎
氏
が
本
誌
四
十
一
巻
六
号
に
述
べ
て
お
ら
れ
る

か
ら
（
一
六
九
頁
）
、
参
照
し
て
頂
き
た
い
が
、
そ
の

所
で
岡
田
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
未
だ
画

像
碑
に
対
す
る
本
格
的
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
取
上
げ
た
物
も
、
写
真
や
拓
影
を
録
し
た
に

過
ぎ
な
い
が
、
ひ
ご
ろ
文
献
資
料
を
使
っ
て
、
漢
か

ら
三
国
へ
か
け
て
の
四
囲
の
歴
史
を
考
え
て
い
る
筆

者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
、
図
を
眺
め

て
い
る
と
、
種
々
の
事
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で

敢
て
紹
介
の
筆
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
何
故
に
漢
代
の
四
規
が
斯
く
も
重
視
さ
れ

る
の
か
、
こ
れ
ら
の
讃
が
、
四
用
研
究
の
上
で
ど
の

よ
う
な
位
置
が
与
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明

か
に
す
る
こ
と
が
、
迂
遠
の
よ
う
だ
が
、
却
っ
て
紹

介
に
は
捷
径
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
四
川
地
方
は
前
壷
世
紀
の
末
、
秦
の
領
土
に
入
っ

て
以
来
、
開
発
が
進
め
ら
れ
、
灌
概
設
備
の
完
成
、

塩
井
の
閥
婁
、
商
エ
業
の
進
展
は
、
こ
の
地
方
の
経

済
的
水
準
を
著
し
く
　
尚
め
、
豪
族
が
生
長
し
、
三
岡

蜀
の
独
立
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
史
記
の
貨
殖
列

低
に
は
、
こ
の
地
に
よ
っ
て
富
を
築
い
た
幾
人
か
の

人
の
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、
「
提
篭
國
志
」
と

う
書
は
、
製
糖
に
豪
族
が
ど
の
よ
う
に
生
長
し
発
展

し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
所
が

最
近
の
考
古
学
的
研
究
の
著
し
い
進
歩
は
、
更
に
そ

の
当
蒋
の
姿
を
、
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
格
別
に
四
川
雀
出
土
の
も
の
は
、
上
願
階

級
だ
け
で
な
く
、
そ
の
当
時
の
一
般
の
人
々
の
生
滋

の
実
態
、
特
に
生
産
の
実
情
を
示
す
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
牲
徴
的
な
の
で
、
一
段
と
注
意
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
因
に
最
近
、
岡
崎
敬
氏
が
考
古
学
雑

誌
四
十
四
巻
二
号
に
「
世
代
明
器
泥
象
に
あ
ら
わ
れ

た
水
田
・
水
池
に
つ
い
て
－
四
川
省
繊
土
品
を
中

心
と
し
て
一
」
と
題
し
て
、
　
明
器
泥
象
の
面
か

ら
、
こ
の
特
徴
を
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
四
這
省
地
方
に
対
す
る
考
古
学
的
調
査
は
．
す
で

に
今
世
紀
の
初
め
か
ら
欧
米
人
の
手
で
な
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
今
園
の
日
中
戦
争
中
国
罠
政
府
の
重
慶

遷
都
に
伴
い
多
く
の
学
者
が
こ
の
地
に
来
り
、
考
古

学
的
調
査
が
熱
心
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
今
世

紀
の
前
半
に
発
掘
さ
れ
た
画
像
碑
は
、
　
盈
。
ぎ
三
”
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